
　登記上の所有者と実際の所有者が異なるケースが
数多く存在し、災害復旧の妨げや空き家増加などの
問題が社会的関心を集めています。
　このコーナーでは、相続登記の必要性・重要性を
全５回のシリーズでお伝えします。Vol. ４

未来につなぐ未来につなぐ相続登記相続登記

相続人が一人の場合は、相続人であることを相続人が一人の場合は、相続人であることを
証明する書類、例えば戸籍謄本などを添付して建物証明する書類、例えば戸籍謄本などを添付して建物
表題登記の申請をします。表題登記の申請をします。
　相続人が数人いる場合は、相続人全員または建物　相続人が数人いる場合は、相続人全員または建物
を相続した相続人から建物表題登記を申請します。を相続した相続人から建物表題登記を申請します。
　この場合、公正証書や遺産分割証明書など、相続　この場合、公正証書や遺産分割証明書など、相続
を証明する書類を添付して登記の申請をすることにを証明する書類を添付して登記の申請をすることに
なります。なります。

　そのほか、亡くなった父が当該建物の所有者であ　そのほか、亡くなった父が当該建物の所有者であ
ることの証明も必要になります。ることの証明も必要になります。
　なお、ご不明なときは最寄りの法務局や土地家屋　なお、ご不明なときは最寄りの法務局や土地家屋
調査士にご相談ください。調査士にご相談ください。
　ご不明な点は、お問い合わせください。
問福島県土地家屋調査士会☎024-534-7829
　福島地方法務局☎024-534-2045

亡くなった父が建てた建物が登記されていない場合はどうすればいいですか？亡くなった父が建てた建物が登記されていない場合はどうすればいいですか？
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